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東
京
都
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
二
十
七
号

東
京
都
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
東
京
都
規
則
第
百
三
十
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
担
保
等
）
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
知
事
が
適
当
と
認
め
る
連
帯
保
証
人
を
た
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

貸
付
金
の
交
付
を
受
け
る
者
が
特
別
区
又
は
市
町
村
（
以
下
「
区
市
町
村
」
と
い
う
。
）
の
場
合
そ
の

他
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
を
「
貸
付
対
象
施
設
そ
の
他
貸
付
金
の
交
付

を
受
け
る
者
が
提
供
し
た
資
産
に
物
的
担
保
を
設
定
（
以
下
「
担
保
の
設
定
」
と
い
う
。
）
し
、
又
は

金
融
機
関
（
預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
機

関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
商
工
会
議
所
、
商
工
会
そ
の
他
の
団
体
に
よ
る
債
務
の
保
証
若

し
く
は
特
別
区
若
し
く
は
市
町
村
（
以
下
「
区
市
町
村
」
と
い
う
。
）
の
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
く
損

失
の
補
償
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
金
融
機
関
保
証
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
知
事
が
債
権
の
保
全
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
担
保
の
設
定
を
す
る
こ
と
、

又
は
金
融
機
関
保
証
等
を
受
け
る
こ
と
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
三
項
中
「
保
証
人
」
を
「
担
保
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二

項
中
「
知
事
は
」
の
下
に
「
、
債
権
の
保
全
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
」
を
加
え
、
「
に
お
い

て
保
証
人
の
追
加
又
は
変
更
の
必
要
が
生
じ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
借
主
に
対
し
て
、
保
証
人
」
を

「
に
対
し
、
物
的
担
保
、
金
融
機
関
保
証
等
若
し
く
は
連
帯
保
証
人
（
以
下
「
担
保
等
」
と
い

う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
貸
付
金
の
交
付
を
受
け
る
者
は
、
知
事
が
債
権
の
保
全
に
支
障
が

な
い
と
認
め
る
に
足
り
る
担
保
の
設
定
を
す
る
こ
と
、
又
は
金
融
機
関
保
証
等
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
知
事
が
適
当
と
認
め
る
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
貸
付
金
の
交
付
を
受
け
る
者
が
、
担
保
の
設
定
を
す
る
こ

と
、
又
は
金
融
機
関
保
証
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
知
事
が
適
当
と
認
め
る
連
帯
保

証
人
を
立
て
る
こ
と
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
四
条

削
除

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
貸
付
け
の
決
定
を
行
う
中
小
企
業
高
度
化
資
金

（
金
融
機
関
に
よ
る
債
務
の
保
証
を
受
け
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
別
表
貸
付
金
の
額
の

欄
中
「
一
〇
〇
分
の
八
〇
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
〇
〇
分
の
九
〇
」
と
す
る
。

別
表
一
の
項
中
「
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
及
び
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
組
合

等
」
を
「
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
等
（
同
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
者
を

除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中
「
特
定
下
請
組
合
等
」
を
「
下
請
事
業
者
等
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に

改
め
、
同
様
式
添
付
書
類
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３
担
保
物
件
に
お
い
て
は
、
担
保
提
供
者
の
承
諾
書
、
担
保
物
件
の
登
記
事
項
証
明
書
及
び
評
価
証

明
書
等

別
記
第
一
号
様
式
添
付
書
類
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４
金
融
機
関
保
証
等
に
お
い
て
は
、
保
証
委
託
契
約
書
等
保
証
内
容
の
分
か
る
も
の

別
記
第
一
号
様
式
添
付
書
類
中
６
を
７
と
し
、
５
を
６
と
し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５
連
帯
保
証
人
に
お
い
て
は
、
連
帯
保
証
人
の
承
諾
書
、
連
帯
保
証
人
の
年
収
及
び
資
産
額
を
証
す

る
書
面

別
記
第
二
号
様
式
中
「印

」
及
び
「乙

の
甲
に
対
す
る
債
務
の
担
保
と
し
て
、

」
を
削
り
、
「連

帯

保
証
人
を
た
て
る
と
と
も
に
担
保
物
件
に
抵
当
権

」
を
「、

乙
の
甲
に
対
す
る
債
務
の
担
保
等

」
に
、
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「設
定
を
す
る

」
を
「設

定
す
る

」
に
改
め
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式

（備考）
中
２
及
び
３
を
削
り
、
同
様
式

（備考）
４
中
「乙

の
甲
に
対
す
る
債
務
の
担
保
と
し

て
、

」
を
削
り
、
「連

帯
保
証
人
を
た
て
る
と
と
も
に
担
保
物
件
に
抵
当
権

」
を
「、

乙
の
甲
に
対
す

る
債
務
の
担
保
等

」
に
改
め
、
同
様
式

（備考）
４
を

（備考）
２
と
し
、
同
様
式

（備考）
５
を

（備考）
３
と
す
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
三
十
九
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
葛
飾
区
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

葛
飾
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
四
級
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

葛
飾
区
東
金
町
五
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
葛
飾
区
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

葛
飾
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
四
級
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

葛
飾
区
東
金
町
四
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
一
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
葛
飾
区
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

葛
飾
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
四
級
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

葛
飾
区
東
金
町
四
丁
目
及
び
東
金
町
五
丁
目
各
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
二
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
葛
飾
区
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
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条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

葛
飾
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

葛
飾
区
高
砂
六
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
八
月
十

五
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
三
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
豊
島
区

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

豊
島
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
復
旧
測
量
（
基
準
点
）
）

三

測
量
の
区
域

豊
島
区
池
袋
本
町
四
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
令
和
四
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
四
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
港
区
長

か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

港
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
水
準
測
量
及
び
公
共
基
準
点
測

量
）

三

測
量
の
区
域

港
区
西
新
橋
一
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
日
ま

で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
五
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
代
田

区
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

千
代
田
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
復
旧
測
量
（
三
級
基
準
点
測

量
）
）

三

測
量
の
区
域

千
代
田
区
二
番
町
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
一
月
十
七
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
一

日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
六
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
稲
城
市

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

稲
城
市

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

稲
城
市
東
長
沼
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
十
月
十
八
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
二

十
九
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
七
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
日
野
市

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

日
野
市

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
地
図
編
集
）

三

測
量
の
区
域

日
野
市
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
位

置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明
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取
消
し
に
係
る

道
路
の
種
類

取
消
年
月
日

取
消
し
に
係
る

道
路
の
位
置

取
消
し
に
係
る

道
路
の
延
長
及

び
幅
員
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

法
第
四
十
二
条

第
一
項
第
五
号

の
規
定
に
よ
る

道
路

令
和
四
年
五

月
十
六
日

小
金
井
市
本
町

五
丁
目
千
七
百

七
十
一
番
十
二

及
び
同
番
十
七

の
各
一
部

延
長一

三
・
三
二

幅
員

四
・
五
〇

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
九
号

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
二

十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
文
芸
美
術
国
民
健
康
保
険
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
国
民
健
康
保
険
法

施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
第
七
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

変
更
事
項

変

更

前

変

更

後

変
更
年
月
日

事
務
所
の

所
在
地

東
京
都
千
代
田
区

外
神
田
五
丁
目
二

番
一
号

東
京
都
千
代
田
区

神
田
司
町
二
丁
目

七
番
地
二

令
和
四
年
六

月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
十
号

森
林
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）
第
四

条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
伐
採

す
る
こ
と
が
で
き
る
保
安
林
の
皆
伐
面
積
の
残
存
許
容
限
度
を
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

保
安
林
の
種
類

単
位

区
域

同
一
単
位
と

さ
れ
る
区
域

皆
伐
面
積
の
残

存
許
容
限
度

（
ヘ
ク
タ
ー

ル
）

か
ん

水
源
涵
養
保
安

林

多
摩
川

青
梅
市
及
び
西
多
摩

郡
奥
多
摩
町
の
区
域

六
四
六
・
七
七

秋
川

あ
き
る
野
市
並
び
に

西
多
摩
郡
日
の
出
町

及
び
同
郡
檜
原
村
の

区
域

二
五
九
・
〇
九

浅
川

八
王
子
市
の
区
域

八
一
・
四
六

計

九
八
七
・
三
二

土
砂
流
出
防
備

保
安
林

多
摩
川

青
梅
市
及
び
西
多
摩

郡
奥
多
摩
町
の
区
域

四
六
・
八
四

秋
川

あ
き
る
野
市
並
び
に

西
多
摩
郡
日
の
出
町

及
び
同
郡
檜
原
村
の

区
域

一
三
・
七
〇

浅
川

八
王
子
市
及
び
町
田

市
の
区
域

一
五
・
八
一

大
島

神
津
島
村
の
区
域

〇
・
五
〇

八
丈
島

八
丈
島
八
丈
町
の
区

域

八
一
・
五
四

計

一
五
八
・
三
九

土
砂
崩
壊
防
備

保
安
林

秋
川

あ
き
る
野
市
及
び
西

多
摩
郡
日
の
出
町
の

区
域

〇
・
五
八

計

〇
・
五
八

干
害
防
備
保
安

林

秋
川

西
多
摩
郡
檜
原
村
の

区
域

〇
・
七
八

大
島

大
島
町
の
区
域

一
・
八
六

八
丈
島

八
丈
島
八
丈
町
の
区

域

〇
・
四
〇

小
笠
原

諸
島

小
笠
原
村
の
区
域

七
九
・
七
四

計

八
二
・
七
八

落
石
防
止
保
安

林

秋
川

西
多
摩
郡
日
の
出
町

の
区
域

〇
・
〇
三

計

〇
・
〇
三

保
健
保
安
林

多
摩
川

青
梅
市
及
び
西
多
摩

郡
奥
多
摩
町
の
区
域

一
六
・
三
八

秋
川

あ
き
る
野
市
並
び
に

西
多
摩
郡
日
の
出
町

及
び
同
郡
檜
原
村
の

区
域

二
一
・
一
七

浅
川

八
王
子
市
及
び
町
田

市
の
区
域

六
・
五
八

計

四
四
・
一
三

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
十
一
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律

第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整

備
す
べ
き
道
路
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

都
道
日
本
橋
芝
浦
大
森
線

二

指
定
す
る
区
間

品
川
区
八
潮
二
丁
目
一
番
三
地
先
か
ら
同
所

同
番
二
地
先
ま
で

三

指
定
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り
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告

示
（
消
）

◉
東
京
消
防
庁
告
示
第
４
号

東
京
消
防
庁
消
防
総
監
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程

（
平
成
１１年

１２月
東
京
消
防
庁
告
示
第
９
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
４
年
６
月
１
日

東
京
消
防
庁

消
防
総
監

清
水

洋
文

別
記
第
２
号
様
式
か
ら
第
９
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「
印
」
を
削

る
。

附
則

こ
の
告
示
は
、
令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
消
防
庁
告
示
第
５
号

東
京
消
防
庁
消
防
総
監
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

規
程
（
平
成
１１年

１２月
東
京
消
防
庁
告
示
第
１０号

）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
４
年
６
月
１
日

東
京
消
防
庁

消
防
総
監

清
水

洋
文

第
３
条
第
３
号
中
「
、
国
民
年
金
手
帳
」
を
削
る
。

第
２
号
様
式
か
ら
第
７
号
様
式
ま
で
、
第
９
号
様
式
、
第
１１号

様

式
か
ら
第
１４号

様
式
ま
で
及
び
第
１６号

様
式
か
ら
第
１８号

様
式
ま
で

の
規
定
中
「
印
」
を
削
る
。

附
則

こ
の
告
示
は
、
令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
消
防
庁
告
示
第
６
号

東
京
消
防
庁
消
防
総
監
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
等
に

関
す
る
規
程
（
平
成
２７年

１２月
東
京
消
防
庁
告
示
第
９
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
４
年
６
月
１
日

東
京
消
防
庁

消
防
総
監

清
水

洋
文

第
３
条
第
２
項
第
３
号
中
「
、
国
民
年
金
手
帳
」
を
削
る
。

別
記
第
３
号
様
式
か
ら
第
８
号
様
式
ま
で
、
第
１０号

様
式
及
び
第

１１号
様
式
、
第
１３号

様
式
か
ら
第
１６号

様
式
ま
で
並
び
に
第
１８号

様

式
か
ら
第
２０号

様
式
ま
で
の
規
定
中
「
印
」
を
削
る
。

附
則

こ
の
告
示
は
、
令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
消
防
庁
告
示
第
７
号

消
防
組
織
法
（
昭
和
２２年

法
律
第
２２６号

）
第
３９条

の
規
定
に
基

づ
く
東
京
消
防
庁
と
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
、
戸
田
市
、
さ
い
た

ま
市
、
川
口
市
、
草
加
八
潮
消
防
組
合
、
三
郷
市
、
松
戸
市
、
市
川

市
及
び
浦
安
市
と
の
間
に
お
け
る
消
防
相
互
応
援
協
定
の
一
部
を
改

正
す
る
協
定
を
次
の
よ
う
に
締
結
し
た
。

令
和
４
年
６
月
１
日

東
京
消
防
庁

消
防
総
監

清
水

洋
文

東
京
外
環
自
動
車
道
消
防
相
互
応
援
協
定
の
一
部
を

改
正
す
る
協
定

東
京
外
環
自
動
車
道
消
防
相
互
応
援
協
定
の
一
部
を
改
正
す
る
協

定
を
次
の
よ
う
に
締
結
す
る
。

別
表
消
防
本
部
名
の
項
中
「
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
埼
玉
県
南

西
部
消
防
本
部
」
を
「
埼
玉
県
南
西
部
消
防
局
」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
協
定
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
４
年
６
月
１
日朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合

管
理
者

富
岡

勝
則

戸
田
市
長

菅
原

文
仁

さ
い
た
ま
市
長

清
水

勇
人

川
口
市
長

奥
ノ
木

信
夫

草
加
八
潮
消
防
組
合

管
理
者

浅
井

昌
志

三
郷
市
長

木
津

雅
晟

松
戸
市
長

本
郷
谷

健
次

市
川
市
長

田
中

甲

浦
安
市
長

内
田

悦
嗣

東
京
消
防
庁

消
防
総
監

清
水

洋
文
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